
平成18年度　外国人特別研究員　採用者一覧
氏名・国籍 専攻分野 研　究　課　題受入研究者 採用期間

島本　整
～

病原細菌の薬剤耐性遺伝子の水平
伝播における可動性遺伝因子の役
割

広島大・生物圏科学・
助教授 24月間

2008/ 4/ 22006/ 4/ 3

エジプト

AHMED, A. M. 細菌学（含真菌学）

中村　肇
～

血漿中チオレドキシン結合蛋白の
同定とその機能解析京大・医学部附属病

院・助教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

AHSAN, M. K. 病態医化学

林　哲也
～

大腸菌Ｏ１５７におけるプロファージ
とプロファージ様エレメントの誘発と
水平伝達

宮崎大・フロンティア科
学実験総合センター・
教授

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

ASADULGHANI 細菌学（含真菌学）

菅原　一幸
～

硫酸化多糖を介する癌細胞浸潤の
メカニズム：低分子合成化合物を
ツールとした解析

北大・教授
24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

インド

BASAPPA 生物分子科学

数井　暉久
～

ステントグラフト治療を含めた大動脈
疾患に対する治療体系の確立浜松医大・医学（系）・

教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

BASHAR, A. M. 胸部外科学

貫名　信行
～

ポリグルタミン病の分子病態研究
理研・チームリーダー

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

チェコ

BAUER, P. 神経内科学

寺崎　哲也
～

病態時における血液脳関門輸送の
機能解析プロテオミクス東北大・未来科学技術

共同研究センタ－・教
授

24月間

??

カナダ

BELANGER, M. 医療系薬学

丸山　征郎
～

急性炎症の遷延化因子：ＨＭＧＢ１
の遊離機構鹿児島大・医歯学総

合・教授 24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

バングラデシュ

BISWAS, K. K. 膠原病・ｱﾚﾙｷﾞｰ・感
染症内科学

田中　啓治
～

ヒトの視覚野における高空間分解能
機能的磁気共鳴イメージング（ｆＭＲ
Ｉ）の研究

理研・
24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

フランス

BOUCARD, C. C. 神経科学一般

佐々木　茂貴
～

ＤＮＡ高次構造認識のための選択
的分子の開発九大・薬学（系）・教授

12月間

2007/ 7/ 82006/ 7/ 9

英国

BRAZIER, J. A. 化学系薬学

剣持　直哉
～

リボソームの異常と発がん：ゼブラ
フィッシュを用いた解析宮崎大・フロンティア科

学実験総合センター・
助教授

24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

インド

CHAKRABORTY, A. 医化学一般

杉浦　哲朗
～

コスタリカ（中米諸国）におけるヘリコ
バクター・ピロリ感染と消化管疾患の
病態解析

高知大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

コスタリカ

CON CHIN, S. A. 病態検査学

橋本　公二
～

表皮角化細胞の分化機構及び自然
免疫機構の解明愛媛大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

DAI, X. 皮膚科学

征矢　英昭
～

アルツハイマー病予防に有益な運
動誘発性ＥＲストレスの分子経路筑波大・人間総合科

学・助教授 24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

フィリピン

DEOCARIS, C. C. スポーツ科学

山本　直樹
～

種々の癌とウイルス感染症に対する
活性化免疫細胞治療法の確立感染研・センター長

24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

バングラデシュ

DEWAN, M. ウイルス学

上田　龍三
～

家族性血小板血症の責任遺伝子ｃ‐
ｍｐｌ変異Asn５０５の機能解析名市大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

DING, J. 血液内科学

松岡　雅雄
～

エピジェネティック変化からみた造
血器腫瘍発がん機構の解析京大・ウイルス研究所・

教授 24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

中国

FAN, J. 血液内科学

今井　孝祐
～

傷害肺による遠隔臓器障害の機序
－遊離還流肺標本での虚血再還流
傷害モデルでの検討

東医歯大・医歯学総
合・教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

ブルガリア

GEORGIEVA, G. S. 救急医学
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氏名・国籍 専攻分野 研　究　課　題受入研究者 採用期間

杉山　雄一
～

漢方薬の肝毒性における代謝酵素
チトクロームＰ４５０とトランスポーター
の関与

東大・薬学（系）・教授
24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

GONG, L.-K. 医療系薬学

前田　浩
～

ＥＰＲ効果に基づく新しいミセル型高
分子制癌剤の研究崇城大・薬学（系）・教

授 24月間

2008/ 4/282006/ 4/29

エジプト

GREISH, K. F. 医療系薬学

永井　教之
～

口腔癌における癌抑制遺伝子候補
ＩＮＧ４の機能解析と新規遺伝子治
療開発

岡山大・医歯薬学総
合・教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

トルコ

GUNDUZ, E. 外科系歯学

廣田　俊
～

光反応性修飾基を用いた蛋白質の
構造制御と機能制御京薬大・薬学（系）・助

教授 24月間

2008/ 5/312006/ 6/ 1

インド

HALAN, P. 物理系薬学

玄　丞烋
～

生体組織再生と保存のための新規
バイオマテリアル開発京大・再生医科学研究

所・助教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

韓国

HAN, D.-W. 医用生体工学・生体
材料学

田中　元雅
～

酵母プリオンを用いたプリオン伝搬
分子機構の解明理研・ユニットリーダー

24月間

2008/10/312006/11/ 1

中国

HE, J. 生物分子科学

山谷　睦雄
～

慢性閉塞性肺疾患に対する，リスク
評価遺伝子チップの開発および再
生医療の臨床応用

東北大・医学（系）・助
教授 24月間

2008/ 4/302006/ 5/ 1

エジプト

HEGAB, A. E. 呼吸器内科学

野崎　智義
～

赤痢アメーバ症に対する薬剤開発
の統合的アプローチ群馬大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 6/ 42006/ 6/ 5

パキスタン

HUSSAIN, S. 寄生虫学（含衛生動
物学）

池田　正明
～

ＤＲＩＬ１の機能解析と口腔発癌にお
ける関与東医歯大・医歯学総

合・助教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

インドネシア

ICHWAN, S. J. 病態科学系歯学・歯
科放射線学

松岡　裕之
～

アフリカの熱帯熱マラリア流行国シ
エラレオネにおける原虫遺伝子の
進化に関する考察

自治医大・教授
24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

シエラレオネ

JALLOH, A. 寄生虫学（含衛生動
物学）

中村　孝志
～

関節リウマチおよび変形性関節症
におけるｅｚｒｉｎの役割京大・医学（系）・教授

24月間

2008/ 4/302006/ 5/ 1

バングラデシュ

JULOVI, S. M. 整形外科学

清野　宏
～

鼻咽腔関連リンパ組織の発生メカニ
ズムと上気道粘膜免疫における役
割の解明

東大・医科学研究所・
教授 5月間

2006/ 8/312006/ 4/ 1

韓国

KIM, D.-Y. 免疫学

内海　英雄
～

生体内レドックス分子イメージングの
ための新規ニトロキシルラジカルの
開発･評価

九大・薬学（系）・教授
24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

インド

KOMIYA
KRISHNAMOORTHI,
M.

物理系薬学

安井　明
～

ゲノム損傷応答とクロマチンリモデリ
ング機構の可視化解析東北大・加齢医学研究

所・教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

LAN, L. 放射線・化学物質影
響科学

影山　龍一郎
～

マウス体節形成におけるダイナミック
な遺伝子発現についての数学的お
よび実験的解析

京大・ウイルス研究所・
教授 24月間

2008/ 8/202006/ 8/21

スペイン

LARRINAGA-GONZA
LEZ, A.

医化学一般

向田　直史
～

新規セリン／スレオニン・キナーゼＰ
ｉｍ－３の膵臓がんの進展過程にお
ける役割の解明

金沢大・がん研究所・教
授 24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

中国

LI, Y.-Y. 病態医化学

岡田　泰伸
～

脳のプリン作動性シグナリングとＡＴ
Ｐチャネル自科機構・生理学研究

所・教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

LIU, H. 生理学一般

岡島　史和
～

リゾ脂質受容体を標的としたグリ
オーマの細胞遊走・浸潤の制御群馬大・生体調節研究

所・教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

モンゴル

MALCHINKHUU, E. 脳神経外科学
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氏名・国籍 専攻分野 研　究　課　題受入研究者 採用期間

橋口　義久
～

皮膚リーシュマニア症の分子免疫診
断法、ワクチンおよび免疫療法の開
発

高知大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 5/312006/ 6/ 1

アルゼンチン

MARCO, J. D. 寄生虫学（含衛生動
物学）

宮崎　純一
～

バイオマテリアルを利用した幹細胞
分化システムの開発阪大・医学（系）・教授

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

イラン

MASHAYEKHAN, S. 医用生体工学・生体
材料学

妹尾　久雄
～

ノックアウトマウスを用いたＤＨＣＲ２
４の病態生理学的意義名大・環境医学研究

所・教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

バングラデシュ

MIRZA, R. 内分泌学

坂口　志文
～

自己免疫病における制御性Ｔ細胞
の役割とそれを用いた治療に関す
る研究

京大・再生医科学研究
所・教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

フランス

MIYARA, M. 免疫学

岡崎　俊朗
～

白血病細胞死における膜ミクロドメイ
ンを介したアポトーシス誘導脂質セ
ラミドの役割

鳥取大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

エジプト

MOHAMED, A. M. 血液内科学

嘉糠　洋陸
～

感染症媒介節足動物における宿主
－病原体相互作用の遺伝学的バイ
オインフォマティクス

帯畜大・原虫病研究セ
ンター・教授 24月間

2008/ 7/312006/ 9/30

カナダ

NELSON, B. P. 寄生虫学（含衛生動
物学）

小財　健一郎
～

難治性疾患に対するＨＢ－ＥＧＦと
関連分子の遺伝子治療法の開発と
治療分子機構の解明

久留米大・教授
24月間

2008/ 4/ 92006/ 4/10

ミャンマー

NGIN CIN KHAI 応用ゲノム科学

浅川　義範
～

先端液体クロマトグラフィ－固相抽
出法－ＮＭＲ技術を用いた薬理活
性化合物の探索

徳文理大・薬学（系）・
教授 24月間

2008/ 4/242006/ 4/25

ドイツ

PAETZ, C. 化学系薬学

三谷　幸之介
～

ウイルスベクターを用いた効率良い
遺伝子修復による造血系遺伝病の
治療法の開発

埼医大・医学（系）・助
教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

タイ

PAIBOONSUKWONG,
K.

人類遺伝学

佐藤　裕子
～

ｔ（１;３）（ｐ３６;ｑ２１）白血病に関与す
るＭＥＬ１融合遺伝子の機能解析国際医療セン・室長

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

ベトナム

PHAN, X. T. 血液内科学

小室　一成
～

造血系サイトカイン受容体を標的と
した新規の心不全治療薬の開発千葉大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

QIN, Y. 循環器内科学

戸田　達史
～

ポリグルタミン病の可逆性神経機能
障害関連遺伝子のＤＮＡチップによ
るスクリーニング

阪大・医学（系）・教授
24月間

2008/ 4/272006/ 8/31

バングラデシュ

RAHMAN, M. S. 神経内科学

下川　宏明
～

心血管病の成因におけるＲｈｏ－kｉｎ
ａｓｅ経路の意義の解明東北大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

RASHID, M. 循環器内科学

木曽　良明
～

有機合成化学を基盤とする難病克
服をめざした創薬化学研究京薬大・薬学（系）・教

授 24月間

2008/10/312006/11/ 1

フランス

REGNIER, T. 創薬化学

星野　洪郎
～

ヒトＢ型肝炎ウイルスの感染機構の
解析と創薬への応用群馬大・医科学・教授

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

SAHA, M. N. ウイルス学

中澤　公孝
～

長期間のベッドレストがヒトの立位姿
勢制御系に及ぼす影響身障リハビリ研・室長

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

ロシア

SAYENKO, D. リハビリテーション科
学・福祉工学

高沢　伸
～

消化器がんにおけるＲＥＧ蛋白質の
発現と患者予後判定東北大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 4/292006/ 4/30

インド

SHERVANI, N. J. 消化器外科学

甲斐　雅亮
～

マイクロチップ上の遺伝子及びタン
パク質の検出に用いる超高感度発
光プローブの創製

長崎大・医歯薬学総
合・教授 24月間

2008/ 7/312006/ 8/ 1

タイ

SMANMOO, C. G. 基礎ゲノム科学
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氏名・国籍 専攻分野 研　究　課　題受入研究者 採用期間

小林　隆弘
～

脳内還流法を用いたナノ粒子の神
経－免疫軸への影響解析環境研・

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

ミャンマー

TIN-TIN-WIN-SHWE 環境影響評価・環境
政策

畠山　勝義
～

大腸癌における２－Ｄ液性プロテオ
ミックス解析による蛋白ネットワーク
マッピング

新潟大・医歯学総合・
教授 24月間

2008/ 4/142006/ 4/15

ベネズエラ

VALERA, V. A. 消化器外科学

米田　俊之
～

前立腺がんの造骨性骨転移の分子
病態の解析阪大・歯学・教授

24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

WANG, L. 機能系基礎歯科学

ナイル　マーフィー
～

報酬（快情動）が記憶、学習に影響
する際の神経機構について理研・

24月間

??

米国

WEITEMIER, A. Z. 神経科学一般

太田　成男
～

老年病および生活習慣病に影響す
るミトコンドリアからの活性酸素の放
出機構

日医大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

ドイツ

WOLF, A. M. 医化学一般

内藤　正俊
～

軟骨細胞における生物力学伝達の
分子機序及び新しい軟骨移植技術
の開発

福岡大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

XIE, J. 整形外科学

阪口　薫雄
～

ＴＣＲから細胞死にいたる信号伝達
におけるＧ５ＰＲの蛋白質脱リン酸化
制御の研究

熊本大・医学薬学・教
授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

XING, Y. 免疫学

伊藤　悦朗
～

ダウン症候群に伴う白血病発症の
原因遺伝子の同定弘前大・医学（系）・教

授 24月間

2008/ 9/292006/ 9/30

中国

XU, G. 小児科学

丸尾　猛
～

ＳＰＲＭの培養子宮筋腫細胞増殖、
細胞死と細胞外基質蛋白発現に及
ぼす影響の解析

神戸大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

XU, Q. 産婦人科学

片岡　徹
～

ｒａｓ癌遺伝子産物を分子標的とした
新規抗癌剤開発を目指した基礎的
研究

神戸大・医学（系）・教
授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

YE, M. 医化学一般

岩瀬　弘敬
～

乳癌における癌転移関連遺伝子、
蛋白の臨床的重要性熊本大・医学薬学・教

授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

ZHANG, Z. 外科学一般

中島　美砂子
～

歯髄誘導因子を用いた羊膜幹細胞
からの歯髄幹細胞の誘導法の開発長寿セン・室長

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

中国

ZHENG, L. 保存治療系歯学

仲野　徹
～

血液細胞分化におけるエピジェネ
ティックな遺伝子発現制御阪大・生命機能・教授

24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

ZHENG, J. 血液内科学
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